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3)遅発性に第四脳室内出血を釆たした外傷性中

硬膜動静脈壕の 1治験例

一特に血行動態について一

目高 徹雄 (錨品評院)
外傷性中硬膜動静脈湊の56才,男性例を経験した.経

時的に,壌からの短絡血流量の増大に伴ない,遅発性に

第四脳室内出血を生じた.これは流出静脈系の一つであ

る PetrousVeinが逆行性に造影された所見から,節

剖学的に静脈圧元進による第四脳室内出血と考えた.文

献上,保存的療法を行った症例に,硬膜外血腫を含め,

くも膜下出血,硬膜下血腫脳内出血の報告がある.動静

脈壕が硬膜外に存在するにもかかわらず,硬膜より内側

に病変を生じる原因として,本症例は静脈圧の元進が関

与したことを示し,また動静脈唾に隣接しない遠位部に

出血を呈したこと等,興味ある症例と考え報告した.

本症例に対し,血管内閉塞術を行った.

4)外傷性頚部内勤動脈閉塞症

一上行性血栓よ り進展 した中大脳動脈塞栓

で発症 した-例一

蓋巽芸蓋芸 ;琶芸信軍Bi (鮎 窪外奈 学)

中大脳動脈塞栓による片麻痔で発症した外傷性頚部内

頚動脈閉塞症を経験した.27才の男性で,敷居につまづ

き右上頚部をベッドの柵に打撲し,4日後突然左片麻樺

が出現し当科受診した.石船頚動脈写で右頚部内頚動脈

起始部の完全閉塞を,椎骨動脈写で右後交通動脈を介す

る側副血行と右中大脳動脈の M2に血栓像を認めた.

発症 3日目の CTで右中大脳動脈領域の低吸収域が出

現し,その後の椎骨動脈写で右中大脳動脈の段階的再開

通を認めた.本症例は,頚部内頚動脈の完全閉塞後,内

頚動脈内に上行性血栓が形成され,これからの遊離血栓

が中大脳動脈に塞栓し発症したと考えられ,外傷性内頚

動脈閉塞症の発現機序の一つを示唆する.

5)CTスキャンによる頭蓋内石灰化 (第 2報)

翫 正慧還 ;菖窒 讃蓋 (嘉猫 群 学)

頭蓋内生理的石灰化は加齢の一指標となりうるが,紘

果件部,側脳室脈絡叢,大脳基底核の順に多い.今回は

側脳室脈絡叢と大脳基底核の石灰化について,年齢,性,

左右差を検討した.対象は東部単純 CTスキャンを行った

連続2877例で,病的石灰化は除外した.脈絡叢石灰化は

679

男性が女性より多く,(60代,70代では有意),男性では

10才未満は0,10代前半で8.9%,以後年齢と共に増加

し,70代で78.6%となり以後横ばいとなる. 左右差は

ない.女性では15才未満は0,10代後半は15.2%,以後

年齢と共に増加し,80才以上では71.6%となる.左右差

はない.大脳基底核石灰化は女性の方が男性より多く,

年齢と共に増加するが,左右差はない.

6)誘発電位 と背景脳波の合成ダイナミック ･ト

ポグラフィの臨床応用

竺悪 ta空 :警鮎 歪提 魔 神毘外志 学)

誘発電位の経時的変化を背景脳波と同時に観察するた

めに,両者を合成した25チャンネル ･ダイナミック･ト

ポグラフイを試みた.

平衡型頑部外基準電極を用い,覚醒 ･閉眼時に閃光と

クリック昔を両側同時に与えて記録した誘発電位を零

交叉法で測定し,背景脳波ではβ波常域の等価的電位

(√両 )を求めそれらを Zstatisticsで解析した.吹
に異常 Zvalueを抽出し,それらを ､作す トポグラフ

ィ上に dottedareaとして投射し,2msec毎のダイ

ナミック･トポグラフイとして表示した.

現在のところ,主に前頭前野の障害による大脳半球-

の影響を評価する目的でこのダイナミック･トポグラフイ

を試みており,その応用例を16mm'映画で供覧した.

7)Directcoronalsection脳血管 CTの有
用性

一脳血管病変のスクリーニング法と して-
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窟'X 讐 (寂静 院)

九 ( 同 放射線科)

田辺 純嘉 ･瑞 和夫(麓駅 学)
脳血管病変に対する,directcoronalsectionでの

脳血管 CTの有用性について報告した.

検討の結果,脳動脈癌に対しては,長径5mm以上の

ものは検出可能.脳梗塞に対しては,主幹動脈の閉塞は

検出可能であると考えられた.

問題点としては,positioning,artifact,spatial

resolutionがあげられた.

しかし,本法は非侵襲性であるため,今後,未破裂動

脈痛及び,閉塞性血管障害のスクリーニングとして外来

においても容易に利用しうるものと考えられた.


